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10年以上前のことになります。着任早々，先生が新入生ガイダンスで教育学を学ぶ意義を熱
く語るご様子を見せていただきました。それ以来，先生にはいろんな面でお世話になりました。
中でも，教員養成 GPfe':f士宮れられない思い出がたくさんあります。そ三で今回は，不採択に
終わった 1年目の企画について，先生との関わりを振り返ってみたいと思います。
GPの話が文部科学省から出された際，当時の教職課程の教員の総意は特に賛成でも反対で
もなく，あえて言えば無関心というくらいのものだ、ったと記憶しています。その中で，まず手
をあげようと声を挙げたのが，主任をされていた別府先生でした。
その時ちょうど手がすいていたのか，私が GPの担当となり，別府先生，高野先生，伊藤先
生たちの協力を得ながら申請書をまとめました。今から思えば 1年目のプロジェクトは，義
務教育の教員養成がテーマとされていたことから，相対的に高校教員の養成に強い本学には不
利な条件にありましたし，学校現場や教育委員会どの連携協力体制の弱さは確かにありました。
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結果が伝えられると，プロジェクトに応募することそのものに意義があると，別府先生がおっ
しゃいました。精いっぱいのねぎらいの言葉だったのだと思います。
しかし，プロジェクトに応募するだけで先生が満足しておられたとは思えません。その後，
企画のどこが不十分であったかを聞く機会がありました。 r佐藤さん，行くでしょう?J。研
究室の前で声をかけていただきました。来年に向けてということなのか，理凶はさだかではあ
りませんでしたが，先生も不採択となった理由を自分なりに確かめたいというお考えだったの
だと思います。
二人で丸の内に出かけました。その帰り，お茶を飲みながら反省会をしたのを覚えています。
といっても，先生は，ただ単に委員の意見がもっともであると確認するというのではなくこ
こがちゃんとわかっていない」と，あくまで強気の姿勢は崩さず，本学の教師教育のあり方を
真撃に追求しておられました。
先生の教育学や教師教育の姿勢を私なりに主止めると，主体性というととになり玄す。さま
ざまな外部状況の巾でp みずからの主体性を見失わず， しかも柔軟に状況に応答していく。や
ってみようじゃないかと，官を挙げ，前に進んで、いく o
先生から教わったととを活かしているかと問われると，はなはだ心もとない限りですが，せ
めてこの記憶を記録にとどめておきたいと思います。今後もご健康に留意され，教職課程のあ
り方についてご助言いただければと思います。
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